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第６１回南あわじ市議会定例会の開会にあたり、議員各位のご健勝を

お喜び申し上げ、日頃のご精励ご活躍に対し敬意と感謝の誠を表します。 

それでは、本市の平成２７年度予算案を提案するにあたり、市政運営・

経営に取組む基本的な考え方、主要事業等について申し上げます。 

 

（時代認識と市政理念（時代認識と市政理念（時代認識と市政理念（時代認識と市政理念））））    

昨年末の衆議院議員選挙により国政の新しい体制が固まりました。安

倍総理は「景気回復、この道しかない」と明言され、経済の好循環の流

れを止めることなく国民生活を豊かにしていくと述べられており、地方

創生への動きが益々加速していくことは間違いありません。 

兵庫県では、井戸知事の熱意により「津波防災インフラ整備５箇年計

画」などの各種防災対策や「あわじ環境未来島特区」「食のブランド淡路

島」の推進、特に本年は３月２１日から開幕する淡路花博２０１５花み

どりフェアにも尽力をいただいています。 

本年１月１１日、南あわじ市は市制１０周年を迎えました。新庁舎や

あわじ島まるごと食の拠点施設、若人の広場公園などのビッグプロジェ

クトも完成間近であります。庁舎一本化に伴う分庁舎廃止や組織再編、

市民交流センターの開設など行政の仕組みも転換期となります。職員一

丸となって住民サービスの提供に万全を期してまいります。 

我が国は地方創生・人口減少克服という構造的課題に直面しています。

我々地方自治体も、ただ立ちすくんでいるわけにはいきません。「まかぬ

種は生えぬ」将来を見据え施策を検討し熟慮断行するとともに、これま

での施策を礎に更なる飛躍を目指し新たな施策にも取組んでまいります。 

 



南あわじ市 施政方針 

- 2 - 

その１はその１はその１はその１は、防災・減災対策、防災・減災対策、防災・減災対策、防災・減災対策です。です。です。です。    

発生が危惧される南海トラフ巨大地震、増加するゲリラ豪雨や土砂災

害などあらゆる自然災害に対しても常日頃から備える必要があります。 

より強固な住民の皆さんへの情報伝達手段を構築し、兵庫県が策定し

た津波防災インフラ整備５箇年計画に基づく取組みをすすめ、老朽化し

たインフラの改善や長寿命化、安全対策や改良などを推進します。 

阪神・淡路大震災から２０年となりました。震災を経験したことのな

い世代も増えてきています。ハード対策だけでなく、防災訓練や防災教

育などソフト対策を継続してまいります。また、大規模災害など不測の

事態に対応するため新たに危機管理部を設置します。 

 

その２その２その２その２は、は、は、は、少子高齢化対策少子高齢化対策少子高齢化対策少子高齢化対策ですですですです。。。。    

「地域は人から」だと私は考えます。国でも人口減少の克服や一極集

中の是正など地方創生の動きが本格化してきており、我々地方自治体に

も独自の取組み、工夫が求められています。人口減少対策は取組んです

ぐには効果が表れません。だからこそ早急な取組みが必要であります。

これまでも定住化促進・少子対策に重点を置いてまいりましたが、更に

思い切った施策に取組んでまいります。 

    

そのそのそのその３３３３は、は、は、は、鳴門の渦潮やあわじ島まるごと食の拠点施設鳴門の渦潮やあわじ島まるごと食の拠点施設鳴門の渦潮やあわじ島まるごと食の拠点施設鳴門の渦潮やあわじ島まるごと食の拠点施設、若人の広場、若人の広場、若人の広場、若人の広場

公園などを起爆剤とした地域の活性化公園などを起爆剤とした地域の活性化公園などを起爆剤とした地域の活性化公園などを起爆剤とした地域の活性化です。です。です。です。    

昨年１２月「兵庫・徳島『鳴門の渦潮』世界遺産登録推進協議会」が

発足いたしました。また、３月２１日から開催される「淡路花博２０１

５花みどりフェア」に合わせてオープンする「あわじ島まるごと食の拠
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点施設」や「若人の広場公園の再整備」も完了します。観光振興による

交流人口の増加は、活力ある地域づくりのために必要不可欠です。南あ

わじ市、淡路島のファンを全国に拡大し、繰り返し多くの人に訪れてい

ただける起爆剤になると確信しています。 

 

その４その４その４その４は、教育環境の整備です。は、教育環境の整備です。は、教育環境の整備です。は、教育環境の整備です。    

小中学校の１００％耐震化や大規模改修など教育環境整備を進めてま

いりました。更なる充実に取組むとともに、学力向上や小学生が淡路人

形浄瑠璃への関心を高め視野を拡げるための支援を継続します。 

また、生涯学習の拠点となる三原公民館の改修が完了します。中央公

民館として、生涯学習の中核を担うとともに、他の社会教育施設も改修

等を図りながら再編計画に基づき適切に運用します。 

 

（新年度重点施策）（新年度重点施策）（新年度重点施策）（新年度重点施策） 

平成２７年度予算編成においては、優先順位は勿論、国等の経済対策

や地方創生の推進による課題解決を重視しつつ、「選択と集中」の基本理

念のもと、引続き収支バランスのとれた予算とすることができました。 

それでは、平成２７年度の重点施策について、南あわじ市総合計画に

基づいてご説明いたします。 

 

（職（食）づくり（職（食）づくり（職（食）づくり（職（食）づくり    ～夢あふれ、働く場を生～夢あふれ、働く場を生～夢あふれ、働く場を生～夢あふれ、働く場を生み出すまちづくり～み出すまちづくり～み出すまちづくり～み出すまちづくり～））））    

○行って楽しい交流・感動の舞台【 観光・交流 】  

交流人口をいかに増やしていくかは定住対策、少子対策と並んで重要

です。３月２１日から開催される淡路花博２０１５花みどりフェアでは、
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多くのお客様が淡路島に来られます。南あわじ、淡路島を全国へＰＲす

るまたと無いチャンスであります。同フェアの開催に合わせてオープン

する「あわじ島まるごと食の拠点施設」は南あわじの素晴らしいふるさ

と資源を観光に結びつけ、大型直売所「美
み

菜
な

恋来屋
こいこいや

」では淡路島全体の

生産者、生産団体が一丸となってふるさとの安心・安全な新鮮食材を一

年通じて提供してまいります。 

県、島内３市の連携による、桂文枝さんを起用した「淡路島の魅力再

発見と誘客キャンペーン」でのＰＲを積極的に推進し、淡路ファームパ

ークイングランドの丘、淡路人形座や灘黒岩水仙郷、慶野松原や広田梅

林、海釣り公園、若人の広場公園から望む豊かな自然景観など魅力ある

集客施設の相互連携を図ります。さらに、花みどりフェア終了後もテレ

ビＣＭなどの継続により観光客の一層の誘致に取組んでまいります。ま

た、観光ガイドブックを刷新し外国から訪れていただく方にも対応でき

るよう一部英語表記にするとともに観光看板の整備によるインフォメー

ションの充実を図ります。 

井戸兵庫県知事さんのご尽力で徳島県、鳴門市も参画し「兵庫・徳島

『鳴門の渦潮』世界遺産登録推進協議会」が昨年１２月に発足しました。

世界遺産登録への挑戦を更に加速し、認知度向上に努めます。 

俳優の杉良太郎さんからも日本一だとお褒めいただいております淡路

島たまねぎ、淡路ビーフやハモ、タイはもちろん、淡路島３年とらふぐ

も全国的にニーズが高まっております。今後も、特産品づくりや体験・

交流・学習活動への支援を継続するとともに、関係団体と連携し、島外

での南あわじフェアなど宣伝活動を奨励します。また、花火大会などの

市民祭りを開催します。 
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南あわじふるさと応援寄付金制度につきましては、ご寄附をいただい

た方々に南あわじの特産品を贈呈する取組みを開始し、ふるさと産品の

ＰＲと産業振興につなげてまいります。 

 

○ふやさんか！食づくりの担い手【 農漁業 】   

農林水産業は、生産者の高齢化や後継者不足、安定的な所得の確保な

ど、様々な課題に直面しています。担い手への農地集積・集約化等によ

る構造改革を推進し、新規就農などを支援するため「集落の未来設計図」

策定支援事業により人・農地プラン策定を支援してまいります。 

新規就農者への研修助成、認定農業者や女性農業者への学びの場の提

供など担い手への支援を継続するとともに、あわじ島農協が設立した㈱

アグリアイランドを応援し、人材育成や後継者確保、耕作放棄地の解消

や過重労働の軽減を促し、食の拠点施設の直売所「美菜恋来屋」での、

安心・安全な農畜水産物の提供を通じた生産者の所得向上を目指します。 

開学から３年目を迎える吉備国際大学地域創成農学部では、８つの研

究グループが人口減少・高齢化社会問題や有害鳥獣対策、農産物などの

地域資源を活用した研究などに取組んでいただいており、成果がおおい

に期待されます。同大学を核とした地域連携を支援してまいります。 

農業の生産効率向上のためには、ほ場整備率アップが必要です。国衙

地区、新田地区他３地区の大規模な県営事業を着実に進めます。石貫所

池や笹見谷池のため池整備を進めるとともに、１００箇所のため池の一

斉点検や越良池など３箇所の大規模ため池の耐震診断を行います。初尾

川ダムや上田池など水利施設の長寿命化を進め、オニオン道路整備を推

進し、地籍調査では新たに松帆慶野地区、倭文長田地区などに取り組む
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とともに、引き続き松帆志知川、福良地区などの調査に取組みます。 

優良和牛の自家保留や良質な土づくりに必要な堆肥の流通の促進、

和・乳牛の増頭、北海道牛導入や乳質改善の取組みへの支援の継続のほ

か、進入防止柵の設置や捕獲拡大、狩猟免許取得への支援など有害鳥獣

対策を進めてまいります。また、治山事業や林道の修繕、松くい虫防除、

農業のセーフティネットである農業共済事業を適切に行います。 

漁業は、地域の重要で魅力的な産業の一つです。既にメジャーとなっ

た淡路島３年トラフグやハモ、一本釣ぬしまアジなどがブランドとして

育ってきました。アオリイカの産卵床沈設、産卵用タコ壷投入、タイ、

ヒラメ、オニオコゼ等の種苗中間育成、放流事業への支援を継続するほ

か、新たに取引価格の高いサザエやキジハタなどの放流を支援し漁業資

源確保を目指します。海底耕耘事業により肥沃な海の再生を目指すとと

もに、離島漁業の再生支援、並型魚礁や築いその設置事業を継続します。 

また、災害に備え阿那賀・伊毘漁港の耐震長寿命化や丸山漁港の排水

ポンプ設置などによる施設の機能強化に取組む他、海釣り公園の適正な

維持管理につとめるとともに、食の拠点に積極的に参画し「つくり育て

自ら販路拡大を目指す漁業」にまい進してまいります。 

 

○南あわじブランドの確立【 商工業 】 

淡路花博２０１５花みどりフェアは南あわじ、淡路島を全国にＰＲす

る絶好のチャンスです。 

「あわじ島まるごと食の拠点施設」で新鮮美味な地元食材を提供し、

淡路ファームパークイングランドの丘と一体的集客を目指すとともに、

鳴門みさき荘やなないろ館など集客施設の改修等を行い、訪れる方々が
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心地よく過ごしていただける環境整備を推進します。 

商工業活性化と地域の消費喚起のため、プレミアム付商品券を発売す

るほか、企業誘致による雇用拡大・経済活性化の推進を図るとともに、

吉備国際大学の学生たち若者の増加をまちの活気に結び付けるため大学

生用共同住宅の整備を引続き支援してまいります。 

市内の中小企業者等の経営安定促進のための支援を行い、国内での販

売促進活動やジェトロ神戸を通じた海外進出を支援します。瓦を使った

街並みの景観形成を促進するため淡路瓦を使用する個人住宅の屋根工事

に対する助成を継続し、淡路手延べそうめんのＰＲや特産品の販路開拓

など、地場・伝統産業を引続き支援します。 

また、まちのにぎわいづくりに向けた取組みや中小企業が有する課題

解決に向けた経営相談等への支援を行ってまいります。 

    

（人づくり（人づくり（人づくり（人づくり    ～知恵あふれ、郷土愛が満ちるまちづくり～～知恵あふれ、郷土愛が満ちるまちづくり～～知恵あふれ、郷土愛が満ちるまちづくり～～知恵あふれ、郷土愛が満ちるまちづくり～））））    

○大好き！ふるさと南あわじ【 郷土愛 】 

「初めて観させていただきましたが、素晴らしいですね市長！」昨年

淡路人形座を取材で訪れていただいた原田伸郎さんの言葉です。世界に

誇れる伝統文化がある！本当にうれしいことです。淡路人形座も昨年５

０周年を迎えることが出来ました。県と連携し、島内外の小学生が約５

００年の伝統を誇る淡路人形浄瑠璃の魅力に触れる機会を増やすととも

に淡路人形協会への支援を継続し後継者育成や保存伝承に繋げてまいり

ます。また、地域の活力の象徴であるだんじり唄の保存継承、コンクー

ルやだんじり祭を支援し郷土愛を醸成します。 

豊かな自然や景観も世界に誇れるふるさと資源です。悲願でありまし
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た若人の広場公園整備が完了します。市民が憩える都市公園として瀬戸

内海や世界遺産登録を目指す渦潮をはぐくむ鳴門海峡の眺望など四季

折々の素晴らしい景色を提供します。また、終戦７０年という大きな節

目でもある本年、戦争の悲惨さを後世に伝え、平和を学ぶ施設の役割も

担います。他にも貴重な文化財など多くの文化遺産を保護し、発掘調査

を実施してまいります。 

 

○一人ひとりが明日を拓くリーダー【 教 育 】      

南あわじの将来を担う子どもたちは私たちの宝物です。学び・成長の

場である小中学校の耐震化１００％など施設整備を進めてまいりました

が、更なる充実を図るため中学校の空調設備を整備し、小学校につきま

しても設計に着手します。広田中学校の大規模改修や給食センター設備

の修繕などを実施するとともに、学校、幼稚園の適正な運営と管理に努

めます。また、教育委員会や教職員、地域指導者と連携し、次世代を育

む努力を重ねてまいります。 

学校運営対策支援員の配置や適応教室の設置など、いじめ・不登校対

策も重要です。また、就学援助対策や遠距離通学者に対するスクールバ

スの確保、トライやる・ウィークやものづくり体験事業、自然学校の実

施や道徳教育を推進し、体育文化活動による健全な育成をめざすため選

手派遣を支援します。また、学校や地域での命と人権を大切にする学習

活動の充実を図ってまいります。 

新たに「南あわじがんばりタイム事業」を実施し個別指導による基礎

学力の向上を目指し、小学校５、６年生の外国語活動授業の充実のため

支援員の配置を継続します。姉妹都市米国セライナ市との交流など国際
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交流の推進を図るほか、離島高校生就学支援を継続し、ＰＴＡや地域と

協力して淡路三原高校のクラス数維持を要請します。 

幅広い年齢層で高まる生涯学習意欲やスポーツ・健康志向。公民館や

体育施設、図書館や美術館など多くの施設の長寿命化を図るとともに適

切に管理します。また、図書増冊を推進し適正管理を図ってまいります。 

新たに、強い要望のあるサッカー場整備に向け、調査に着手します。 

 

○情熱と生きる喜びあふれるまち【 生きがい 】 

スポーツや芸術文化、遊びや憩いの空間が、生きる喜び「生きがい」

を感じ得る機会や場となります。滝川記念美術館「玉青館」や淡路人形

浄瑠璃資料館を活用し、優れた芸術や郷土芸能に触れる機会の充実を図

り、中央公民館を核とした講座やサークル活動を支援し、多様な学習と

交流の機会を提供するとともに、音楽や歴史のまちづくりを支援します。 

市民交流センターでは、地域づくり協議会において様々な形で地域住

民の参画と協働が検討され事業が実施されます。地域の特色ある活動に

よる住民参加を促し、支え合うまちづくりにつなげてまいります。 

 

（安らぎづくり（安らぎづくり（安らぎづくり（安らぎづくり    ～元気あふれ、住んで快適なまちづくり～～元気あふれ、住んで快適なまちづくり～～元気あふれ、住んで快適なまちづくり～～元気あふれ、住んで快適なまちづくり～））））    

○とにかく「いのち」が一番！【 安 全 】 

「正しく恐れ、そして備える！」発生が危惧されます南海トラフ巨大

地震について、昨年６月兵庫県から発表された地震・津波被害想定によ

る死亡者、倒壊建物数などは甚大なものでした。しかし、恐れ立ち止ま

っているわけにはいきません。建物の耐震化や早期避難、防潮堤強化な

どの徹底により大幅な被害縮小が可能なことも同時に発表されています。
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また、兵庫県が策定した津波防災インフラ整備５箇年計画で重点地区に

指定されている福良港の湾口防波堤の整備方針が昨年決定しました。早

期着工に向け、県・国と連携し進めるとともに、阿万港、沼島漁港など

の整備も引続き推進します。また、福良、阿万地区を中心に「逃げる」

ための避難路カラー塗装や太陽光発電避難灯整備を継続し、阿万小学校

の蓄電池式太陽光発電設備工事により情報伝達所機能の強化を図ります。 

個人住宅の耐震化を推進します。県と協働し、新たに「防災ベッド」

や「耐震シェルター」など部分的耐震化への助成を行ってまいります。 

防災・減災対策として正確な防災情報の収集と情報伝達力の向上は必

要不可欠です。防災監視カメラ及び気象観測データ収集のための設備を

増強します。また、新たにデジタル防災行政無線を整備し、情報伝達手

段の多重化と市民の皆さんへの迅速な情報伝達体制の強化を図ります。

引続き、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）やひょうご防災ネット、

衛星携帯電話を活用し屋内外に防災情報を発信するとともに、福良港津

波防災ステーションの遠隔監視・自動操作体制を堅持してまいります。 

「自分の命は自分で守る、家族の命は家族で守る、地域の命は地域で

守る」防災訓練や防災研修、防災リーダーの養成を推進し、児童生徒へ

の防災教育にも力を入れてまいります。淡路広域防災拠点の備蓄食糧や

防災資機材備品の即時活用体制を堅持し、避難所の装備充実を図ります。 

地元消防団の存在は心強い限りです。消防設備の維持管理及び活動支

援、老朽化した積載車やポンプ自動車、小型動力ポンプの入れ替えを進

め、消防団の安全装備品の充実を図ってまいります。 

道路や橋梁などインフラの老朽化への対応も欠かせません。修繕や長

寿命対策への取組み、転落防止柵やグリーンベルトの設置、市５号線や
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茶屋池線などの道路整備を継続し、徳長国衙線や上町中西線ほかの整備

を進めます。また、広田地区市営住宅の建設を進めるほか、地域から膨

大な要望がある市道の維持修繕や市単独道路改良工事及び河川や排水路

整備、高潮対策などを順次実施するとともに河川、港湾の排水機場の維

持管理を行い、災害対策や住環境の改善を図ってまいります。 

地域の治安維持のためには南あわじ警察署との連携が必要です。交通

安全対策と併せて「こどもあんしんネット」を活用するとともに青色パ

トロールや地域の見守り活動を支援し、防犯灯や街路灯、カーブミラー

の設置・維持に努めます。また、新たに県と協働し防犯カメラの設置を

支援するほか、消費生活センターでの消費生活相談や啓発をすすめると

ともに、やまなみ苑での適正なゴミ処理を実施し、太陽光発電の導入促

進など、あわじ環境未来島構想に基づくエネルギーの持続を推進します。 

人が生きていくためには、安心・安全な水の供給は不可欠です。淡路

広域水道企業団との連携による供給体制を堅持してまいります。また、

下水道事業では管渠布設等適正な整備及び管理と加入促進に注力します。 

 

○延ばせ健康寿命！【 健 康 】    

２０２５年問題、団塊の世代が７５歳に到達することによる超高齢化

社会の到来を意味します。南あわじ市では高齢化率が３１％に達しまし

た。経験豊富で元気な高齢者の方々に、いつまでも元気で明るく、地域

でご活躍、ご指導いただくには健康寿命を延ばさなければなりません。 

貴重な知識や経験を次世代に引き継ぐ老人クラブ活動、いきいき百歳

体操の推進やシルバー人材センターへの支援を継続するとともに町ぐる

み健診の受診率向上を図り、生活習慣病等の早期発見と介護及び疾病等
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の予防に努め、高齢者を感染症から守るため予防接種事業を推進します。

また、特定健康診査を支援し、温浴施設の適切な管理と健康増進のため

利用を促進するとともに休日応急診療や病院輪番制時間外診療、病床や

小児夜間救急体制を堅持し、外出支援サービスや緊急通報システムを適

切に運用してまいります。 

学齢期の健全な生活習慣を身に着けるための食育チャレンジ事業の実

施のほか、第６期老人福祉計画及び介護保険事業計画に基づき「地域力

と互助・共助」による高齢者等が安心して暮らせるまちづくりを推進す

るとともに、津井小学校跡地での福祉の里実現に向けた取組みを進めて

まいります。また、国民健康保険や後期高齢者医療、介護保険事業など

各種福祉医療事業の適正な運営に努めます。 

 

○子どもを産みたい、育てたいまち【 子育て 】 

子育て支援のフロントランナーとなる取組みを行ってまいります。新

たな取組みとして第１子から３歳以上の保育料無料化を実施します。子

ども・子育て新制度への対応を進め、子育て学習・支援センター活動を

推進し、学童保育の充実や放課後子ども教室の開催日を週２日とするな

ど運営の幅を拡げるとともに、延長保育や一時保育を継続し、地域子育

て支援事業の拡充に努めてまいります。 

切れ目のない妊産婦、乳幼児及び保護者への保健対策として、乳幼児

健康診査等の母子保健事業、特定不妊治療費の一部助成や妊婦健康診査

への助成を継続します。また、障がい児を持つ保護者や一人親家庭、生

活保護世帯、一人暮らし世帯等に対する各種支援や生活保護に至る前の

自立支援策の強化を図るとともに、障がいのある方への福祉見舞金の支
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給と併せて地域で暮らす支援体制の推進を図ります。 

簡素な給付措置に適切に対応し、中学３年生までの入院・通院費の無

料化や在宅子育て支援を堅持します。各種予防接種事業を実施し、新た

に乳幼児を対象としたＢ型肝炎ワクチン接種への助成を行います。また、

保育所などの施設修繕を適切に行い保育環境の充実に努めてまいります。 

新たな定住促進のための事業を検討するための調査に着手するほか、

縁結び事業や新婚世帯家賃補助、通勤通学者の交通費助成を継続し、社

会福祉協議会を中心とした福祉ボランティア活動、各民生委員児童委員

協議会の見守り活動を支援してまいります。 

    

（（（（行財政構造行財政構造行財政構造行財政構造改革の推進改革の推進改革の推進改革の推進））））    

自立・持続可能な自立・持続可能な自立・持続可能な自立・持続可能な都市都市都市都市
ま ち

をめざし、高い市民力と効率性が発揮される行財をめざし、高い市民力と効率性が発揮される行財をめざし、高い市民力と効率性が発揮される行財をめざし、高い市民力と効率性が発揮される行財

政運営政運営政運営政運営    

行財政改革の手を緩めることはありません。市民の皆様のご協力によ

る行財政改革への取組みの結果、新庁舎建設などのビッグプロジェクト

に取組んできた中にあっても実質公債費比率等の財政指標は徐々に改善

してきました。しかし、地方交付税の算定替えに伴う減少が見込まれる

中、今後も職員が一丸となって健全な財政運営を目指した取組みを進め

るため、引続き「選択と集中」により国の示す施策を最大限に活用し「将

来への布石」として次世代へ繋げる施策展開を図ってまいります。 

 

○市民満足度の高い経営感覚にあふれた行政経営 

総人件費の抑制や公債費の適正化を維持しつつ、より一層、施設運営

の適正管理など経費の効率化に努め、事務事業やシステムの改善・改革
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を推進してまいります。 

４月６日から開庁する新庁舎におきましては、益々高度化・多様化す

る住民ニーズに応えるため、簡素で効率的なことに加え、政策目標に的

確に対応できる組織・機構を編成します。加えて、庁舎一本化により分

庁舎によるデメリットを排除するとともに、土日祝日などの休日におけ

る窓口業務の一部に対応するため年間を通じて開庁し、住民サービスの

向上に努めます。また、新庁舎開庁に併せコミュニティバスの利便性向

上を図ってまいります。 

 

○自立できる行政経営の推進 

地方創生の実現には、市民の皆さんや職員一人ひとりの協働により生

み出される新たな仕組みや戦略の実践が必要不可欠です。国家資格等取

得補助を継続し人事評価システムの活用などによる複雑多様化するニー

ズに対応できる職員の育成に努めます。 

予算編成においては、税負担の公平性を保つための滞納事案への厳正

な対応とともに未利用財産の売却、民間広告掲載の推進など、歳入の確

保に努める一方、職員の創意工夫を促進する「財源割当方式」による財

源の重点配分を行い、適切な起債の発行や積立金の確保により将来世代

に大きなつけを回さないよう努めます。また、電子入札を促進し公共工

事における入札・契約事務の更なる効率化を図ってまいります。 

 

○市民との信頼関係に基づく協働による行政経営の推進 

地方創生には、個性豊かで魅力ある地域社会の形成の推進が必要です。

地域の住民の皆さんのご協力をいただきながら、市民交流センターを核
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とした特色ある地域づくりを進めてまいります。 

広報紙やホームページ、ケーブルテレビなどを通じ適宜正確な情報発

信に努め、ホームページについては新たにスマートフォンによる閲覧に

対応します。また、社会基盤となるマイナンバー制度に対応するととも

に、懸念される情報セキュリティについても万全を期してまいります。 

 

以上の方針のもとに編成した平成２７年度の歳入歳出予算は、 

一般会計 「 ２５８億８，０００万円    」（前年比 ＋３．６％） 

特別会計 「 ２０８億１，４８０万５千円 」（前年比 ＋８．６％） 

内訳として 国民健康保険特別会計  ７８億３，４４６万１千円 

    後期高齢者医療特別会計 １２億６，５１８万１千円 

       介護保険特別会計    ４７億  ６０４万１千円 

下水道事業会計     ５５億５，１５２万８千円 

       他１０特別会計     １４億５，７５９万４千円 

合 計「４６６億９，４８０万５千円 」（前年比 ＋５．８％）です。 

  

平成２７年度予算の編成にあたっては、緊急性と優先順位を精査し、財

源の効率的・効果的配分を行いつつも、重要施策に財源を重点配分する

など市の「将来への布石」となるよう努めるとともに「更なる飛躍」に

つながる事業展開が図られるよう、国の補正予算で措置された地域住民

生活等緊急支援のための交付金を活用しながら平成２６年度３月補正予

算と合わせて一体的に予算を編成いたしました。 
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（むすびに）（むすびに）（むすびに）（むすびに）    

「現代経営学」や「マネジメント」の発明者とされるピーター・ドラ

ッカーは「焦点の定まった明確な使命がなければ、組織はただちに組織

としての信頼性を失う。」という名言を残しています。南あわじ市におい

ても市民の信頼を得ながら市の発展を成し遂げていくためには、職員が

一丸となり組織として高い使命感と理想をもって総合計画に定める理

念・ビジョンを基本に市民サービスに努めていく必要があることはいう

までもありません。明治維新で大きな役割を果たした吉田松陰は松下村

塾で教えを説く中で「志」をきちんと持つこと、「気迫」をもった生き方

をすること、「幅広い知識」を持つことという３つの原則を貫いていたと

承知しています。我々が徹底した市民サービスを提供していくにあたっ

ては、様々な困難や課題に志と気迫をもって対応し、刻々と変化する国

の制度や多様な知識を幅広く身に着けふるさと南あわじの更なる飛躍の

ため、努力していかなければなりません。一つの頂上を極めても、次の

頂上を目指して登り続けなければなりません。このことを肝に銘じ、議

員はじめ市民の皆さんとともに前進・進化してまいりたいと思います。 

議員各位には、国の政策や県の改革による影響、市の現状をご理解賜

り、慎重審議のうえ、適切なるご議決をいただきますようよろしくお願

い申し上げ、南あわじ市平成２７年度施政方針といたします。 

 

  平成２７年２月２３日 

               南あわじ市長  中 田 勝 久 



 


